
この度、Gallery t では、2014年１月17日（金）– 2月14日（金）まで、「チャールズ・ウォーゼンCharles Worthen -recent works-」

を開催いたします。

本展では、主に硬質と軟質のウレタン樹脂などの人工的な素材を用いて作られた新作約12点を発表いたします。ウォーゼンの彫刻

は、私たちが知る由もない形、例えば、実際に肉眼では見たことのないミクロの世界に存在するプランクトンやバクテリアなどを「間

違ったサイエンス（翻訳）」により可視化しています。そして、それらは何かの道具や玩具のようにも見え、発色豊かで、ユーモアとアイロ

ニックに満ちています。

玩具の客観的な性質について、ドナルド・カスピット（美術評論家、アメリカ）は『玩具は子供たちが目前に待ち受けるおとなの世界に

対処する訓練のために設計された物である』と論じています。さらに、『アートはおとなになる過程において子供が失った主観性を取

り戻す手段だ』とも述べています。もし、玩具が子供たちをもっと客観的にさせることができるならば、アートはおとなをさらに主観的に

させることができるではないでしょうか。

また、思想家のボリス・グロイスが『鑑賞者に訴える力のない不健康な作品を健全に見せる最高の術は展覧会である』と述べている

ように、作家自身もこの展覧会と鑑賞者によって、作品たちが少しでも健康を取り戻すことを願っています。遊び心あふれる、五感を

刺激する少し脱力感のある作品たちをぜひご高覧いただきますよう、皆様のご来場を心よりお待ちしております。

是非、貴誌・貴社にてお紹介下さいますよう宜しくお願いいたします。なお、掲載用写真の貸出、御質問などございましたら、上記までお問い合わせ下さいませ。

《little ron》, 2013
硬質ウレタン樹脂
15×27×16cm 【出品作品】

《katayawa》, 2013
硬質ウレタン樹脂、ウレタンスポンジ
32×26×21cm 【出品作品】

お問合わせ
Gallery t　〒111-0052 東京都台東区柳橋1丁目9-11
tel.03-3862-8549　fax.03-3851-9787　bstyle-galleryt@toho-beads.co.jp 担当：木内

TOHO BEADS STYLE Tokyo studio / Gallery t は、グラスビーズとコンテンポラリーアートとのコラボレーションというコンセプトのもと、毎月1回の
ペースで企画展を開催しております。

チャールズ ウォーゼン

17 January - 14 February 2014

2014年１月17日［金］– 2月14日［金］

Charles Worthen

10:00-18:00 土日祝日休 （第4土曜日を除く） 

オープニング レセプション　1/17（金）18:00-20:00

会場：Gallery t　〒111-0052 東京都台東区柳橋1丁目9-11

主催：トーホー株式会社

報道関係者 各位
プレスリリース

-recent works-

スタジオ風景 photo： SHIKADA Yoshihiko
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アメリカ・ボストン生まれ
ロードアイランド・スクールオブデザイン大学院美術研究科彫刻専攻修了
東京芸術大学大学院彫刻科研究生
ドイツ・ケルンに住む
現在広島に在住、広島市立大学芸術学部彫刻専攻の准教授

galerie 16／京都
広島芸術センター／広島
Poly Follies， 府中美術館／東京
The Noonday Dayglow， 白土舎／名古屋
Gabriele Rivet／ケルン， ドイツ

対馬アートファンタジア， 対馬／長崎（2012, 2011にも同じく参加）
衣・食・住 ソウルー広島／ソウル
Sons and Daughters of the Sun and Star, フォートワース／広島
アーティストロッヂ， 広島市国民宿舎湯来ロッジ／広島
変容する場—Between Scrap and Build元営林署宿舎， 廿日市市宮島町／広島
白土舎常設展示， 白土舎／名古屋
From Life， 南有馬／長崎
2nd出雲玉造アートフェスティバル， 松江／島根
Group Show: Western Contemporary Art， 東京画廊+BTAP／東京


